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【背景および 目的】

　佐賀県六角川水系下流で は、集中豪雨や台風に よ り葦が有明海 に流入 し 、 海苔の養殖 に多

大な被害を与えて い る。 そ こで本研究にお い ては、有明海 へ の 葦の 流入 を防ぐために六角川

下流域に群生する葦を堆肥化 して有効活用するこ とを目的 とした 。 本報告では、葦の堆肥化

過程にお ける有機物組成の 変化及び 微生物群集構造の遷移を中心 述べ る。

【方法1
　原料は 、

六角川河 口堰の 「流 ヨ シ」 と刈取 っ た 「立ヨ シ 」 を用い た 。
「流ヨ シ」 と 「流 ヨ シ

＋ 立ヨ シ 」 の 2 処理区を設置 し、屋根つ き堆肥舎 （縦 5．0×横 4、　8m× 高さ 2．　0皿）で 2 ヶ 月間

堆肥化 した。 仕込みに あた り、 pH 調整用の生石灰 を添加し、水分調整 （55〜65％）のみ を行

っ た 。 堆肥舎に堆積後 、 切返 しを 2週 間毎に行い
、 堆積中は通気 （0．〔im3min

’1
）を行 っ た。 供

試試料は、仕込み及び切返 し毎に （全 5 回）採取 した 。 それ らの 試料につ き、Waksmanの 近

似分析法に よる有機物組成及 び キノンプ ロ フ ァイル 法に よる微生物群集構造解析を行っ た 。

【結果】

　1）品温は 、
「流 ヨ シ ＋立 ヨ シ」区では仕込みか ら2 週間で ピークの 76．　1℃に達 し、他方 「流

ヨ シ 」 区で は 4 日 目に 79．0℃ の ピークに達 した。そ の後両区とも切返 し毎に低下 した。

　2）ヘ ミセル ロ
ース 量は 、

「流 ヨ シ ＋ 立 ヨ シ 」 区で は堆肥化中期まで増加 しそ の後減少 した

が、「流 ヨ シ」区では初期か ら減少 した。セル ロ
ース 量は両区とも堆肥化の進行に伴い減少 し

た。ヘ ミセ ル ロ
ース

、
セ ル ロ

ース 量は新鮮な ヨ シ を含む 「流ヨ シ ＋立 ヨ シ」の 方が多か っ た 。

　3）キノ ン 総量 （微生物バ イ オマ ス ）は 「流 ヨ シ ＋立 ヨ シ」区で は堆肥化の進行に伴い減少

したが 、
「流 ヨ シ 」 区では堆肥化中期まで 増加 しその後減少 した 。

　4）両区の 微生物群集は ともに原料で U（｝8、UQ9 、　U （｝10、
　U （＞10（H2）が総キ ノ ン存在比

の約半分を占め 、 Proteobacteriaの α ，β，γclass やカ ビ ・酵母類の 優占が示 唆 された。

　5）堆肥化過程にお ける微生物群集の遷移は、品温 の 高い 堆肥化初期では βαα 伽 属に近縁

の Ftmicutesが有する MK −7 が優 占した 。 堆肥化中期は Microαoc］ci（g　maに近縁の ACtinobaCteria

や 77zermus　tseeの 中等度好熱菌に由来する MK −8 が増加 し、 堆肥化終了時まで 優占キ ノ ン 種

と して存在 した。堆肥化後期で は LSbepton ！＞ces 属が有するMK−9（H6）、　MK−9（H8）が増加 した 。
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